
質
問
一

本
市
の
収
納
率
に
つ
い
て
。

二

滞
納
処
分
に
つ
い
て
。

三

不
納
欠
損
に
つ
い
て
。

四

税
務
課
の
職
員
研
修
に
つ
い
て
。

五

死
亡
者
課
税
の
現
状
に
つ
い
て
。

六

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

平
成
２６
年
度
国
民

健
康
保
険
税
を
除
い
た
市
税
の
収
納
率

は
、
９４
・
０６
㌫
で
あ
り
、
県
内
６３
市
町

村
中
３７
番
目
に
位
置
す
る
。

二

督
促
状
を
発
送
後
、
納
税
の
催
告

や
財
産
調
査
の
予
告
書
な
ど
を
送
付
し
、

納
税
や
納
税
相
談
を
促
し
て
い
る
が
、

誠
意
の
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
財
産
調

査
後
に
差
押
え
を
行
っ
て
い
る
。

三

財
産
が
な
い
、
生
活
維
持
が
難
し

い
、
所
在
、
財
産
と
も
に
不
明
、
外
国

人
の
帰
国
や
相
続
放
棄
な
ど
の
ほ
か
、

時
効
に
よ
る
徴
収
権
の
消
滅
で
あ
る
。

四

国
、
県
、
川
越
地
区
税
務
協
議
会

な
ど
が
主
催
す
る
研
修
へ
の
参
加
や
、

日
常
業
務
を
通
じ
た
職
場
内
研
修
を
効

果
的
に
実
施
し
て
い
る
。

五

賦
課
期
日
の
２７
年
１
月
１
日
よ
り

前
に
死
亡
し
て
い
る
方
は
２
５
５
人
。

う
ち
、
相
続
人
等
に
よ
り
賦
課
期
日
前

ま
で
に
相
続
登
記
を
完
了
し
た
方
は
８３

人
。
残
る
１
７
２
人
分
は
現
に
所
有
す

る
方
に
納
税
通
知
書
を
送
付
し
た
。

六

記
念
品
の
提
供
に
よ
る
地
域
経
済

の
活
性
化
、
自
主
財
源
の
確
保
等
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

質
問
一

歩
行
者
・
自
転
車
の
事
故
防

止
対
策
に
つ
い
て
。

二

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
は
。

三

高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主
返
納
は
。

四

交
通
弱
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
。

五

交
通
安
全
教
育
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

交
通
安
全
思
想
の

普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
看
板
や
白
線

標
示
を
設
置
し
、
交
通
安
全
確
保
に
努

め
て
い
る
。
高
齢
自
転
車
乗
用
者
に
対

し
て
は
、
自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
普

及
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
自
転
車
安

全
利
用
講
習
会
を
行
い
、
交
通
事
故
防

止
対
策
を
推
進
し
て
い
る
。

二

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
は
、
脇

見
運
転
に
よ
る
も
の
が
最
も
多
く
、
半

数
以
上
を
占
め
て
い
る
。

三

自
主
返
納
希
望
者
は
増
え
て
お
り
、

西
入
間
警
察
署
管
内
で
は
１１
月
２６
日
現

在
、
６
４
３
人
が
自
主
返
納
を
し
た
。

四

交
通
弱
者
優
先
の
正
し
い
道
路
通

行
の
方
法
を
周
知
・
啓
発
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
、
市
内
公
共
交
通
の
利
用

の
促
進
が
図
れ
る
よ
う
、
関
係
課
の
連

携
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

五

鶴
ヶ
島
自
動
車
教
習
所
と
協
働
し

て
実
技
主
体
の
自
動
車
交
通
安
全
教
育

「
シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
ド
ッ
ク
」
を

開
催
し
て
お
り
、
２７
年
は
延
べ
５０
人
の

参
加
が
あ
っ
た
。

◎
そ
の
他
の
質
問

休
日
・
夜
間
の
震

災
対
応
に
つ
い
て

収納率の向上に努め、

自主財源の確保を図る

持田 敏明 議員

市税確保の現状は

高
齢
者
の
交
通
安
全

対
策
に
つ
い
て

松
尾

孝
彦
議
員

交
通
安
全
思
想
の
普
及
を
図
る

と
と
も
に
、
講
習
会
等
を
行
う

つるがしま市議会だより第１７４号〔９〕


